
３月の国内鉄スクラップ相場は市中発生薄の状況の中電炉各社の生産の回復、高ｃｃ炉各社の増産により
大幅に値上がりした。一昨年のリーマンショック以来の最高値になっている。４月に入り市況は様子見の
状態である。

銅に関しては、指標となる海外LME・NY両銅市況高で４月に入り国内銅建値が79,000円／トンにまで上昇。
アルミに関しては発生不足、合金メーカーの生産増加、輸入再生塊を主要因に4月初旬のスクラップ価格
は3月後半と比べ上昇している。 LMEアルミの2,300ドル／トンは今年1月以来の水準となっている。

ステンレスは、ニッケルの指標となる
LMEニッケル地金25,000ドル／トン台を
突破するなど、市場はジリジリと水準を
切上げる展開となっている。

花冷えが続き、東京の桜も長く楽しませてくれましたが、まもなく初夏。
国内景気が少しでも上向いてほしい産業界です。
東港金属は現在本社事務所を道路向かい側に新築移転して、
跡地を搬入車両の受け入れスペース拡張のために工事しております。
ＧＷ明けには車両の転回はよりスムーズになり、受け入れ処理業務は
大きく改善されます。ご期待ください。
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羅針盤☆

鉄･非鉄スクラップ市況の動き☆羅針盤

産廃処理委託のポイント

前回の羅針盤では2010年に廃棄物処理法改正について取り上げ
たが、この改正案が通過すれば、間違いなく排出事業者の廃棄物
に対する考え方、見方が変わってくる。
現状の処分でよいのだろうかなど疑問が出てくるだろう。

業者を選ぶポイントについて触れてみたいと思う。

収集運搬業者選定について

① 引取り場所と降ろし場所の許可があるか？
② 引き取る廃棄物の品目は取得しているか？
③ 引き取った廃棄物をその日のうちに処分場に降ろしているか？
翌日に処分場に降ろす場合は保管積み替えの許可が必要

④ 引き取りにくる車両がその会社の登録車両になっているか？
車両が不足してレンタカーなど自社車両以外の車両を使用
することは違反

⑤ 引き取る車両にきちんと許可番号が明記してあるか？

中間処分業者選定について

① 産業廃棄物の許可があるか、また有効期限は過ぎていないか？
② 引き取る産業廃棄物の品目の許可があるか？
③ 取得している中間処理方法どおりに処理しているか？
④ 受入れ時間内を厳守しているか？
⑤ 最終処分場（リサイクルを含む）先がしっかりしているか？
⑥ 金属などマニフェストで対応する場合、きちんと中間処理してい
るか？

上記の点に注意し遵法・適正処理をする業者を選ぶことが排出事業
者自身を守ることになる。
「知らなかった・大丈夫だと思った」など、後で気づいても後の祭り。
廃棄物の定義に「事業者はその事業活動に伴って生じた廃棄物を
自らの責任で適正に処理する」とある。つまり最後の最後まで排出
事業者責任は付きまとう。

いまからでも遅くない、改めて現業者を調べてみよう

3月は年度末でばたばたして、気づいたら4月になって
しまったという感じ。ここで気持ちを引き締めて、新たに
新規の営業に取り組んでいる状況です。

東港金属はお客様にとってどのような
メリットが出せるか？についてご紹介します。

１．立地条件の良さ
京浜島は羽田からも近く首都高速の大井南イン
ターからも近いため利便性に優れている。
（電車で来るには大変だけど）

2. 高価買取可能
産廃は中間処理・鉄スクラップはギロチンで切
断後電炉・高炉メーカーに持込むため
非鉄に関しては問屋なのでメーカー直納のため

３．一つの窓口で受け入れ
素材ごとに検収するため、あちこち複数の処理
場に持込まなくてもよい。それにより無駄な車両、
時間がかからない。産廃屋でありスクラップ屋で
あり非鉄問屋なのである。

４．プラスチックも種類により買取可能
５．荷卸が楽
敷地が広いためスムーズ荷卸が可能。1度に大
量持込可能。

６．大型シュレッダー
千葉工場に大型シュレッダープラントがあるの
で複合物の処理が可能

７．広大な敷地
千葉工場は12,600坪の広大な敷地のため大量
持込、大型物件も荷卸対応。

８．安心委託
お客様の個人情報は、情報セキュリティシステム
認定取得・更新の実績を持つ細心の注意で対応。
安心して処理委託いただけます。
まだまだ続きますが・・・・・
百聞は一見に如かず、本社工場、千葉工場共に見学
大歓迎です。ぜひ一度お越しください。
（見学受付：電話03-3790-1751 又は 各営業担当）
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